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• このたびはサンポット石油暖房機をお買いあげいただきまして、まことにありがとうございました。 

C FF - 7000 BF ■ FF - 7000 BF ( U ) • FF - 已〇00己 F • FF - 已〇〇 OBF ( U ) は、ミ肖費生ミま用製品ち全ミ去の 
『特定保守製品』に指定されています。 

ご使巧の前に、『所有ち票』（製品に添付）を返送していただき、所有ち登録を行ってください。 
•お使いになる前に必ずこの取扱説明書をよく読んで、ス I ブを正しくご使用ください。 

なお、この取扱説明書は、保証書•工事説明書と共に必ず保存してください。 

お客さまご自身による工事はを険です。据付け工事は販売店や専門業ちにご依頼くださし、。 
(ストーブを移設させる場合も同じです。） 

•商品には保証書を添付しておりまず。 

保証書はよりよい製品作りやアフターサービスの向上に役立たせていただきますので、お手 
数でずが所定事項のご記入をご確認のうえ、必ず保証書控えをお買いあげの販売店にお渡し 
<ださい。 


点検.その他 


面911ポ！ jK な式を巧 






















I をくじ 

特に注意していただをたいこと 2〜7 


使用する場所 . 7 

各部のなまえ 8〜10 

• が観図 . 8 

•表示部-操作部 . 9〜10 

使用前の準備 . 11-12 

•燃料 . 11 

•給油 . 11 

•送油経路の空気巧き …… 11 

•点义前の準備と確認 . 12 

使用ち法 13〜21 

•点火 . 13 

•室温の調節 . 14 

•ル固定運転 . 15 

•消火 . 16 

使用上のを意………17 

•時刻-曜日合せ . 18 

•タイマー運転 19〜20 

•セーブ運輯 . 21 

ま全装置 . 吕吕 

その他の装置…… 吕3 

曰常の点検.手入れ 23-24 

定期点検 . 25 

故障-異甫の見分けちと処置ち法 ' •26 〜28 
部品交換のしかた……2日 

な管 . 29 

仕様 . 30 

アフタ—ヴ—ビス…'.''''''''''''.''''''.''''.'''''31 
据付け.移設 32〜34 



ご使用前に 


準備 



点検.その他 


































I 特にを意していただをたいこと 

安全のために必ずお守りください 

この取扱説明書には本機をま全に正しくお使いいただくために、守っていただきたい事項び 
表示されています。 

表示内容をよくご理解いただき、本文をお読みください。 

参ここに示した事項は警告、么注意に区分しています。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負う 
可能性、または火災の巧旨を性が想定される内容を示しています。 

A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う 
可能性や物的損害の発生び想定される内容をおしています。 


•イラスト（まんが）の横に 

:あるマークは次のように表しています。 

禁止 

OC 

マー ク 

指の 

A 

マー ク 

♦ 、 ■■■ 
江后、 


ご使用前に 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


么警告 (WARNING) 


ガソリン厳禁 

• ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使 
用しないでください。 

义災の原因になります。 



系合排気筒（管、ホース）外れち;険 

•給が気筒(管、ホース)が外れたまま使用し 
ないでください。 

外れていると運転中に排ガスが室内に漏れ 
て、危険です。 


0 



給排気筒トップ閉そく危険 

• 給が気筒トップの周りが雪でふさがれたま 
まで使用しないでください。ふさがれてい 
るとさは、除雪してください。 

閉そくしていると運転中に排ガスが室内に 
漏れて、を険です。 


0 



巧類の乾燥厳禁 

• 巧類などの乾燥には使巧しないでください。 
巧類び落下して义がつさ、火災の原因にな 
0ます。 



温風吹出□をふさがない 

•巧類、紙などで温風吹出□や空気取入□を 
ふさがないで < ださい。 

巧類、紙などでふさぐと、义災の原因にな 
ります。 


0 


スプレー宙厳禁 

•スプレー吿やカセツトこんろ用ボンベなど 
を、温風のあたるところに放置しないでく 
ださい。 

熱で吿の圧力が上がり、爆発してを険です。 


0 



Q 
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安全のために必ずお守りください 


么警告 ( WARNING ) 


定期点検の実施 

定期的 （2 年に1回程度）に点検-整備を 
受けてください。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故 
障や事故の原因になり危険です。 

点検-整備はお買いホめの販売店や資格者 
のいる店に依頼してください。 


〇 



ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

• お客さまご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や専門業者にご依頼< 
ださい。 

(ストーブを移設させる場合も同じです。） 


0 



A 注意 ( CAUTION ) 


力ーテン、可燃物近接禁止 

• カーテンや燃えやすいちのを近づけないで 
ください。 

义災が発生するおそれがあります。可燃物 
との離隔距離については標準据付け例 
(32 〜33ページ）を参照してください。 


0 


ご叫 






給油時消义 

•火災のおそれがありますので、給油は、必 
ず消火し、义の気のないところで行ってく 
ださい。 


〇 



異常時使用禁止 

万一異常を感じたときは、使用しないでく 
ださい。 

異常燃焼のおそれがあ0ます。 

温風 I し 直接あたりない 

•温風に直接長時間あた6ないでください。 
ほ温やけどや脱水症状になるおそれがあり 
ます。 


0 

0 


巧 


な机。う 


ク 


いり 


をも 

レだ I 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


A 注意 ( CAUTION ) 


高温部接触禁止 

•燃焼中ゃ消义直後は、高温部（温風吹出 □ 
など）、が気筒（給が気筒トップ）に手などふ 
れないでください。 

やけどのおそれがあります。 



指や異物を入れない 

• 温風吹出□や空気取入□などに指や異物を 
入れないでください。 

けがや火災のおそれびあります。 


0 



腰をかけたり物をのせない 

■ストーブの上にのったり、腰をかけたりしな 
いでください。 

ストーブの故障ややけどのおそれがあります。 
• ス1 ブの上に巧びんや水を入れたちのなど 
を置かないで < ださい。 

水がかかると漏電や故障のおそれがあります。 


0 



分解修理の禁止 

•故障、破損したら、使用しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 




改造使用の禁止 

•改造して使用しないでください。また、ス 
トーブや排気筒には床暖房用の熱交換器な 
どを取り付けないでください。 

义災やがガスが室内に漏れる原因となりを 
険です。 


0 



特殊な場所での使用禁止 

•ストーブは居室の暖房用としてつくられたち 
のですので、乾燥室、温室、飼育室などでは絶 
対に使用しないでください。また、ク U- ニン 
グ店、美容院など化学薬品を使用する場所で 
は使用しないで < ださい。 

化学薬品などの影響により異常燃焼や故障の 
原因にな0ます。 


0 
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安全のために必ずお守りください 


A 注意 ( CAUTION ) 


高地ま意 

• 標高1000 m 未満でご使用ください。 

標高1 000m 〜2000 m で使用する場合は調 
整が必要です。（給排気管の延長条件によって 
は1000 m 未満でも調整が必要でず。） 
(詳しくは、工事説明書の 


高地使用時の工事方法 


延長給が気ち式- 

_I を参照してください。） 

そのまま使用しますと、空気不足となり、臭 
甫燃焼の原因になります。 


A 



給排気筒付近の可燃物近接禁止 

• 給排気筒トツプの近くに、な油や可燃物など引 
火のおそれのあるちのを置かないで<ださい。 
义災のおそれがあります。 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、物をのせ 
たりしないでください。また、電源プラグを 
巧くとさは、コードを持って引を抜かないで 
<ださい。 

义災ゃ感電の原因になります。 


0 

0 




電源プラグは確実に差し込む 

•電源プラグはコンセントに根元まで確実に差 
し込んでください。 

(また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは 
使用しないでください。） 

义災の原因になります。 

•めれた手での巧を差しはしないでください。 
感電の原因になります。 


〇 



長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

長期間使用しないとをは、電源プラグを抜い 
て < ださい。 

火災や予想しない事故の原因になります。 


C 



ご使用前に 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


A 注意 ( CAUTION ) 

電源プラグのお手入れをする 

•ときどきは電源プラグを巧き、ほこり（及び 
金11物）を除ましてください。 

(ほこりびたまると親などで絶縁不良になス y 
り）火災の原因になります。 

取 

油漏れ確認 f 

•油タンク • ゴム製ち酒 • 接続部ちよびスト〇 ろ 

-ブなどから打油漏れびなし、ことを確認の上^ 
ご使用ください。 > 

灯油が漏れていると义災のおそれがあります。 

/ 漏れを、 

\ 確認ノ 

ゴム製患由管 

ヮィャ-バンド(小） 
4J[i 〜オイルフィルタ 

お願い ( NCmCE ) 

好油の廃棄 

•灯油の廃案処分は、灯油をお買い巧めになった販売店にご相談ください。 


■ほ用ずる場所 

スIブをま全に使用するためには、場所の選定が大切です。 

場所の選定は「据付け場所の選定及び標準据付け例」の項をお読みください。 （32 〜33ぺージ参照) 

■効果的に使用ずるために 

•:令たい外気に接する窓ざねや壁側に据付けると、を気が暖め5れて対流しますので効果的です。 
•スIブの前ちに障害物があると、部屋のミ品度にむ5びでさる原因になります。 

巧の場所では使用しないでください。义災や予想しない事故の原因になります。 

■水平でない場所、不安定な場所 
• 不を定な物をのせた棚などの下 
• 可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 
• 付近に燃えやすいちのがある場所 
• 階段、避難□などの付近で避難のち障となる場所 
■温室、飼育室など人のいない場所 
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さ部のなまス 

■外観図 

【正面外観図】 



【背面外観図】 



(ルームセンサー) 


検知リード線 
オイルフィルタ 


排気管ェルボ 
排気管ストッパ- 
背面 カバー 


エアーフィルタ 
饥流用送風機. 
空気取入 □) 

不完を燃焼防止 
装置(検知部) 
FF-1 1000 BF 
FF-1 1000巳 F(U) 
は除< 


給気ホース 
ゴム製送油管 
電源プラグ 
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ご使用前に 


















































































る部のなまス 


つづを 


■表示部-操作部 FF -1 lOOOBF . FF - 7000 BF . FF - 日000 BF 


曜日ランプ（グリーン） 


>点丹…現巧曜曰表示中 
•点滅…タイマー曜日表示中 


デジタル表示部 

、 

• 温度表の • 時刻表术 

-左…希望温度 - 

左…時 

* ち…現在温度 * 

ち…分 

•チェックモード表示 


何ち表示しないとさ 


-停電中 


-省電力表示中 

ノ 


午前-午後ランプ 


午前-午後の表示 


■B 月义が木 


•午前 
* 午を 


を ± 


タイマーランプ（グリーン） 

点灯…タイマー点火予約中 


表示切替ランプ部（グリーン) 


デジタル表示部の設定を表示中 


タイ 7- 


需望温 1®/ 時 現在温!度/分 

〇 


曰温度 
曰時計 
口 時刻ちせ 
〇タイ7-ちせ 


爲運転 )(® t -ブ 


運転ランプ（レッド） 


>点な 

. 運転中 

-タイマー点义予約中 
>点滅…消义後再点义したとさ 
(ス I ブびをえると点 
口に変わる） 


□ □ン 


点滅…時計作動中 


湿度/時刻設定ボタン 

希望温度-時刻の設定 


表示切替ボタン 


デジタル表示部の表示切曽え 


リセツトボタン 

チェックモードの解除 


運転スイッチ 


運起の開始及び消乂 



温度/時刻設定 


ツ高 


表示切替 


曜曰設定 


タイマー 


リじ、ント 


t - ブ 



セーブランプ（グ U —ン） 

' 点な…セーブ運転中 
' 点滅…セーブ運転中に室温び 
希望温度より2で上昇 
した場合（消义中も点滅） 


曜日設定ボタン 

曜日の設定 


タイマーボタン 


タイマーのセツト及び解除 


_セーブボタン_ 

セーブ運転の開始及び解除 


つめや金具片など、とびったちので操作ボタンを巧さないでください。 


9 






































































































































FF-11 000 BF (U) • FF- 7000 BF (U) • FF- 已〇〇 OBF (U) 


運転ランプ（レッド） 


I 点打…運転中 

I 点滅…消义後再点义したとき 

(ストーブがちえると点打に変わる） 


デジタル表示部 

• 温度表の 

-左…希望温度 
-ち…現在温度 
•チエツクモード表示 
何ち表示しないとさ 
-停電中 
-省電力表示中 


希望温度 

現在温度 


/? IJ 


し〕日 





^運転 い® t - ブ 



セーブ ランプ（グ U —ン） 

>点な…セーブ運転中 
>点滅…セーブ運転中に室温が 
希望温度より2で上昇 
した場合（消义中も点滅） 


セーブボタン 


セーブ運転の開始及び解除 


ご使用前に 
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使用前の準備 


■燃料 


• 燃料は必ずな油 (J に1号な油)を使用してくだ 
さい。 

•変質な油、巧れたな油、水の還じっている灯 
油などは絶対に使用しないでください。 

点义、消火しにくくなったり、燃焼び悪くな 
ってすずび出たり、製品の寿命を縮めます。 

■給油 

給油はス I ブを消义してか5行ってください。 


1油タンクの送油バルブを閉める 


2 油タンクの給油□ふたをタル、 

給油する 

•油量計の表示が「満」の印し U 上には絶対 
に入れないでください。 



■送油経路の空気抜き 

•初めて使用ずるとさや、油切れでチェックモ 
-ドが表巧された場合に行ってください。 


1 オイルフィルタの空気抜きねじを 
ゆるめる 

•空気抜きねじをゆるめるときは、空気な 
さねじのまわりに巧などを用意して、油 
が周囲にこぼれないよラにを意し、こぼ 
れた場合はをれいにふき取ってください。 



2 ゴム製送油管をよく振り、燃料配管内の 
空気抜きを十分に行う 


3 空気抜きび終わった5、ねじをしっかり 
締めつける 


〇給油□ふたを確実に閉める 


4 


こぼれたな油はよ<ふさとる 



I 油タンクは空にしないでください。 

「空」まで燃焼させるとス I ブより「ボン」 
と音びしたり、すすび発生し、故障の原因 
になります。 

I 給油ずるときは、ごみなどび入5ないよう 
ま意してください。 

燃焼不良の原因になります。 
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■点义前の準備と確認 


1定油面器ま全装置のセット 


•巧]めて使用するとをやシーズンネ刃めには、 
IJ セットボタンを巧してください。 

据付けや、ス I -ーブに強い振動をあたえた 
とを、定油面器の安全装置び作動して、油を 
流しません。 

点义操作後、油タンクにな油び入っていて 
も 『 E -03』『 E -0 己』のチェックモード表示 
が出たとさは、 U セットボタンを巧して、 
ち全装置を解除してください。 


リセットボタンを軽く押し、 
すぐ指を離す 



I U セツトボタンは燃焼 
中、むやみにさわ5ない 
でください。 

I 絶対に カラーを 外して、 
巧さないで < ださい。 



リセット 

ボタン 

カラー 



油漏れの確認 

• ゴム製送油管やス I ブの置台に油漏れ 
びないか確認してください。 

万一、油漏れしている場合は送油バルブ 
を閉め、必ずお買い求めの販売店又は最 
寄りのサンポット支店-営業所へご連絡 
ください。 - 

0 


3 ストーブ周囲の確認 

• ストーブの周囲及び給が気筒トップの周囲 
に弓 I 火物や可燃物がないか確認してくだ 
さい。 

火災や予想しない事故び発生する おそれを 



4 


給気ホース-排気管の接続の確認 


■給気ホース-排気管が正しく接続されて 
いるか確認してください。 

かれていると運転中にがガスが室内に漏 
れて、大変危険です。 



5 電源プラグの接続 

•電源プラグは10 ov の専巧コンセントに 
差し込んであるか確認してください。 



* SACS に接続したス I ブを単独運転さ 
せたい場合は、後面の切曾スイッチを 
「□一カル」側に切替えて、通常の運転 
操作を行ってください。 


に 

















































使用方法 

( U ) の使用方法の詳しくは集中制御システム （ SACS ) の取扱説明書にしたび 
つて < ださい。 


省電力表示について 

運輯スイッチび「切」でストーブび停止中、ボタンを巧さない状態び吕分じ(上続くと省電力表示となり、 
表示部の表示が全て消えまず。この状態から操作する場合は、いずれかのボタンを一度巧して表示部を 
表おさせた後、各操作を行ってください。 


■点乂 


1油タンクの送油バルブを開く 



2 運転スイッチを巧して、 r 入」にする 

•運転ランプが点打します。 

• 1〜2分後に着火し、7〜9分後ス I 
プび暖まりますと温風び吹さ出します。 

•消义後ち点义した場合、消义操作後已 
秒じ I 内であればそのまま燃焼します。 

それし U 後はス I ブびをえるまで再点义しません。（運転ランプ点滅) 




• 初めて使用する場合、油タンクより定油面器内へ油が流れてくるまで時間がかかりますので、2 
〜3分放置後点火操作を行つてください。 


•点义の際には、のぞき窓より着义を確認してください。着火しない場合は、油タンクの送油バル 
ブの開放や定油面器の U セットボタンを確認してください。 

•運転スイッチを「入」にし、デジタル表示部に 『 E -19』 のチェックモードが表おされた場合は、 
排気管の接続が不十分であったり、排気管抜け検知 U - ド線が正しく接続されていないためです。 
運転スイッチをいったん「切」にし、ス I ブが停止したのち点検し、確実に接続してか5、操作 
部の U セツトボタンを巧して、運転スイッチを「入」にしてください。 
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■室温の調節 


•セツトした温度になるように、火力を自動的に調節します。 


1 表示切替ボタンを巧して、温度ランプ 
を点巧させる 

•表示切曾ボタンを1回巧ずごとに 
温度^時計^時刻合せ^タイマー合せ^ 
温度と順次変わります。 


表示切誓 






— .温度 

な''時計 


口 時刻合せ 
ロタイ7-合せ 


2 温度/時刻設定ボタンの『時/低』 

『分/高』を巧して、お好みのミ品度を 
設定する 

•はじめは、に o 」° c に設定されています。 

•希望温度を上げたいときは『分/高』ボ 
タンを巧し、下げたいときは『時/低』 

ボタンを巧してください。 

デジタル表示部の左側「希望温度」び変わります。 

1回巧すと1 ° c 変わり、巧しつづけると連続して変わります。 

•帯望温度の設定範囲は「1吕〜30」でです。 

• 希望温度の数字は室温のめやすです。設置条件によっては必ずしち室温と一致しません。 

•希望温度は一度セツトすれば記憶されますが、停電の場合には解除され自動的にに arc にセツ 
卜されます。 

•現在温度は「已〜40」の範囲で表示されます。ただし、現在温度が 5° C 未満で「1_」、40でを越 
えると 「 H 」 の文字表示となります。 


温度/時刻設定 



希望;品度/時 現在温度/分 


午前 

in 

〇 

/ /■/ 

午を 

しし, 

〇 

1し1 


(U) の場合1 

1 温度設定ボタンの『ほ』『高』を巧して、 
お好みの温度を設定ずる 

•希望温度を上げたいとさは『高』ボタ 
ンを巧し、下げたいときは『低』ボタン 
を巧してください。 


希望温度 現在温度 


—in 


/ n 

しし, 


1 LI 





•燃焼中に炎がかたよったり、ホ火が混ったり、また上下変動することがありますが、異甫ではあ 
りません。 

■ス I プの前面には温風をさまたげる障害物を置かないでください。 

障害物があると温風が回り込み室温調節が正しく働かない場合があります。 

•室温調節びうまく行われないとさは、室温ヴーミスタ（ルームセンサー)を適当な場所に移動し 
てください。 

•室温ヴーミスタ（ルームセンサー)は直接ス I ブに取り付けないでください。 

室温調節び正しく働かないだけでなく、室温より高い温度で感知し、 点乂 .消火を頻蔡にくりか 
えして故障の原因になります。 
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■ 使用方法っづき 


■ル固定運乾 


•火力を自動的に調節せずに、最ル乂力で燃焼しつづけます。 


1 温度/時刻設定 ボタンの 『時/ほ』 を巧しつづける 
•温度/時刻設定ボタンの『時/ほ』を巧しつづける 
と「12」での次に「1_〇」び表示されてル固定運転に入 
ります。 


温度/時刻設定 


% % 



希望温度/時 


現在温度/お 

午前 

午後 

I _ 

しし, 

0 

〇 

/ 〇 
/し/ 






■小固定運転の解除 


1 温度/時刻設定ボタンの 『分/高』 を巧して、 
お好みの温度を設定ずる 


温度/時刻設定 


% % 



•ル固定運転にすると、セーブ運転はできません。 
設定されていたセーブ運転は解除されます。 
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■消乂 



運転スイッチを再度巧して、 r 切」にする 

•運転ランプび消打します。 



〇油タンクの送油バルブを閉じる 



3 消火を確認ずる 

• 対流巧ファンはストーブび;令えるまでの7〜9分間回りつづけます。 




•長期間留守にするとをは、必ず電源プラグをコンセントか5抜いてください。 
• 電源プラグは対流用ファンが停止してか5抜いてください。 

•電源プラグをコンセントから抜いて運転を停止しないでください。 

ス I ブが過熱し、故障の原因になります。 

•お出かけになるとさは必ず消火してください。 

運転スイッチを「切」にしてください。 
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■ 使用方法っづき 


■使用上の注意 


巧;皿部 I し江，百' 

ストーブの温風吹出□は高温になりますので、 
やけどにミち意してください。 

特にお子さまをストープに近づけないでくださし、。 
保護ガード(関連部材)のご使用をおすすめします。 
•給排気筒トップや扫庶管は高温です。やけどにま 
意してください。 


温風に直接あた！5ない 

• 温風に直接長時間あた5ないでください。 

低温やけどや脱水症状になるおそれがあります。 
特に体力のない病人、乳幼巧、お年寄りには、ま 
わりの人がま意してあげてください。 


給排気筒トップ閉そく危険 

• 給排気筒トツプの周りが雪でふさがれたままで使 
用しないでください。ふさがれているとをは、除 
雪して < ださい。 

閉そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れ 
て、危険です。 


雷時のま意 

雷が接近したときは、電源プラグをコンセントか5巧いてください。 
激しい雷の影響でス I ブが故障するおそれがあります。 


•シーズンオフのように長期間使用しないとさは電源プラグを抜いてください。 


ス I ブ前面付近は、温風が熱いので熱に弱いちのを置いたり、敷いたりしないでください。 
変色や変おしたりすることがあります。 


•燃料を途中で切らしたり、送油バルブを閉じたまま燃焼しまずと、消えるとさにル爆発音を発 
することがあります。 

燃料を切日さないようにしてください。また、送油ノ（ルプが開いていることを確認の上点火し 
て < ださい。 
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■時刻-曜日合せ [ ( U ) には時刻•曜日表示はありません。] 

•はじめて使用するときや停電を、表示び巨 3 E 3 になってし''る場合には、時刻-曜日合せを行ってください。 


1 表示切替ボタンを巧して、時刻合せ 
ランプを点灯させる 


表ホの督 


〇ミ品度 

け戶計 

— .時刻させ 
な、イマ-合せ 


2 温度/時刻設定ボタンの『時/低』 
『分/高』を巧して、現在時刻に台せる 

(例）現在時刻が午後3時10分のとさは、 
『時/低』ボタンを巧して午後3:00 
に合せます。次に『分/高』ボタンを 
巧して午後3:10に合せます。 
•ボタンを巧しつづけると表示が連続し 
て変わります。 


温度/時刻設定 

阔隋 



希望温度/時 


現在温度/分 

\ 年前/ 
一す 潰- 


〇 

〇 

I n 

/し/ 

/ r 、 





n 曜日設定ボタンを押して、曜日ランプ 
d を現在曜日に合せる 

• ボタンを巧しつづけると表示が連続し 
て変わります。 


曜曰設定 
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■ 巧用方法っづき 


■タイマー運転 タイマー時刻合は] ( U ) はタイマー運転できません。 

• おめざめ前の寒い朝などお好みの時刻に運転を開始します。 


表示切替ボタンを巧して、タイマー合 
せランプを点打させる 

表巧の營 


。/血& 

曰時計 
\で^刻含せ 
- 口がマ-含せ 



2 温度/時刻設定ボタンの『時/お』 
『分/高』を巧して、希望の時刻に合 
せる 

(例）午前6時30分に点火したいときは、 
r 時/ほ』ボタンを巧して午前巨:00 


温度/時刻設定 

阅晴 


、I _ 

希望温度/時 


現在温度/か 

\ I / 

—午則- 

旬後、 

- 广 

〇 

〇 

〇 

in 

コし I 






に合せます。次に『分/高』ボタンを 
巧して午前6:30に合せます。 

■ボタンを巧しつづけると表示び連続して変わりまず。 

■タイマー時刻は一度セツトすると記憶されますので、次か5セツトする必要はありません。 
• 停電があると記憶が解除されます。 

再セツトしてください。 


■タイマー運転 ^イマー点义 


1油タンクの送油バルブを開く 


2 運転スイッチを押して、「入」にする 

•運転ランフび点打します。 

•燃焼中にセットする場合、運転スイッ 
チを「入」にする必要はありません。 






3 タイマーボタンを押す 

• タイマーランプび点打します。 

• 1分間デジタル表示部にタイマー時刻を 
表71^します。 
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4 お好みの運転を予約する 

•セープボタンを巧すと、セーブ運転の 
予約びでをます。 



タイマー時刻前に点义する場合は、再度タイマーボタンを巧してください。 


- t - ブ 


曜日指定タイマー運転時間設定び吕4時間を超える場合は、曜日を指定してくださし、。 


5 曜日設定ボタンで点义する曜日を指 
定する 

•指定した曜日ランプび点好します。 

•曜日指定はタイマーボタンを巧してか 
ら1分];■(内（タイマー時刻表示中）に行 
つて<ださい。 

•一度タイマー曜日を指定した後に、曜日変更したい場合は、再びタイマーボタンを巧して曜日 
をち指定してください。 

■曜日指定は記憶されません。 

•曜日指定した場合は、デジタル表示び時計の場合、指定した曜日ランプが点滅します。 

(現在曜日と同じ場合は点滅しません。） 

■タイマーセツトの解除 


曜曰設定 


ぶ-火 


水木を ± 


1 運転スイッチを再度押して、「切」にする 

• 運転ランプ、タイマーランプび消灯します。 





ロタィ 7- )1 



•時刻-曜日合せをしていないとタイマー運転はできません。先に時刻-曜日合せを行ってくださし、。 
(1 日ぺ—ジ袁昭） 

• タイマー点火をする場合は、周囲に可燃物びあったり、その他危険な状態のないことを確認してく 
ださい。 

•おでかけのとをはタイマー点义をしないでください。 

予想しない事故が発生するおそれがあります。 

•曜日指定タイマー運転する場合、現在曜日が合っていることを確認してください。 

現在曜日が誤っていますと、指定の曜曰に点义しません。 
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■ 巧用方法っづき 

■セーブ運転 

• 比較的暖い時期の場合など、設定室温より室温が上びりすざるとさにご使用ください。 
燃焼•消义をくりかえし、室温を調節します。 


1セーブボタンを巧す 




1 ■セープランプび点なします。 

t - ブ 




•室温が希望温度より約2で上昇したとさは、セーブラ 
ンプが点滅となり、この状態び已分間続くと消义しまず。 
• 再点火は室温び希望温度に下がったとさ、セーブラン 
プが点滅か5点灯に変わり、点义します。 

• セーブ運転は燃焼-消义をくりかえしますので室温の 
変動が大きくなります。 


設定室温よ0 
約2で上昇 


セーブ ランプ 
点滅 

己分間 

消义 





点义 


セーブ ランプ 
点な 


室温が下がる 


■セーブ運転の解除 


1 セーブボタンを再度巧ず 

• セーブランプび消なします。 


t — ブ 





(〇 t -ブ ) 


• デジタ j 厳苛に側橘聲品^に「1_0」表示されているル固定題ちでは' セーブ'題転はできません。 
•セーブ運転は一度セツトすると記憶されまずので、消火してち絕除されません。 
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■ まを装置 

•異常が生じたとさ、自動的に消义ずる装置でず。 

• まを装置び作動した場合、運転スイッチを「切」にし、ストーブび冷えてか6下記の化置をしてください。 


ちを装置のなまえ 

• 作動の原因 

チェックモード 

処置の方法 

対 震 自動消乂装置 
地震（震度已程度 L ソ上）のとき 
• 強い振動や衝撃を受けたとさ 

卜 G 合 

ス1-ーブの周囲や給気管-排気管の外れ 
やゆるみ、油漏れなどの異常がないことを 
確認し、操作部の U セットボタンを押してく 
ださい。 

停電ま全禁置 
停電したとさ 
•電源プラグが抜けたとを 

E-D 1 

通電後、ス1-ーブがをえてか5操作部の U 
セットボタンを巧してください。 

( U ) の場合 

停電時には運転スイッチを「切」にしてく 
ださい。「入」にしていますと再通電後、自 
動的に点火しますのでを意してください。 

過熱防止装置 

•エアーフィルタにほこりびたま 
つたり、エアーフィルタび力一 
テンなどでおおわれたとさ 

c _ n n 

し U 1 

エアーフィルタの掃除や障害物などの原 
因を取り除いてから操作部の IJ セットボ 
タンを巧してください。 

点义ま全装置.燃焼制御装置 
• 点义不良 （30 分ムソ上点义しない） 

c.n 0 

しし,-, 

巧のことを確認し、操作部のリセットボ 
タンを巧してください。 

•油タンクの送油バルブび閉じ!5れてい 
ないか。 

• ゴム製送油管に空気だまりびないか。 
(34 ぺージ劍弓） 

• 宏由面器の安全装置が作動していないか。 
(12 ページ参照） 

•再びチェックモードび表示される場合 
には、お買い求めの販売店又は最寄り 
のサンポットち店-営業所へご連絡< 
ださい。 

•途中で火び消えたとさ 

C_n c 

しし,-, 

3 

• 

S 完全燃焼防止装置 

FF -1 1000己 F . FF -1 1000己 F ( U ) 

は除く 

不完全燃焼になつたがガスが 
室内に漏れたと走 

積算作動回数1〜2回 

C _广广 
ししし 

次のことを確認し、操作部の IJ セットボ 
タンを巧してください。 

• が気管が外れていないか。 

に3ぺーバ参旧） 

•給排気筒トップの先端が外れていな 
いか。 

に3ぺージ爱旧') 

•再びチェックモードが表おされる場合 
には、お買い求めの販売店又は最害り 
のサンポット支店-営業所へご連絡く 
ださい。 

【運続不完全燃焼通知機能】 

• 連続して不完全燃焼防止装置が 
作動したとさ 

積算作動回数3回 

广广广广 
しししし 

(点滅） 

【再点义防止機能】 

• 連続して不完全燃焼防止装置が 
作動したとさ 

積算作動回数4回 

广广广广 
しししし 

(点な） 

室内の換気を行い、お買い巧めの販売店 
又は最寄りのサンポット支店-営業所へ 
ご連絡ください。 

「 ,；：〔,；：〔」 が点口するとストーブが使用 
でさな < なります。 
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点検*手入れ項目 


方 


法 


給気ホース 
排気管 


I 給気ホース•が気管の接続箇所が外 
れていないか点、検しまず。 

I 給気ホースび排気管にあたってい 
ないか点検しまず。 



給排気筒トツプ 


室外の給が気筒トツプが鳥の巣や 
ビニール 袋などでふさがれていな 
いか点検します。 


油漏れ•油のたまり’ 
油のにじみ 


I ゴム製送油管や置台に油漏れ、油 
のたまり、油のにじみがないか点 
検します。 


(いつ） 

’ヴ 


町 

も 


周囲の可燃物•引义物 


ス I -ーブの上や周囲 • 
ップの周囲に可燃物、 
いか点検します。 


給排気筒卜 
引火物がな 



排ガスの漏れ 


給排気筒トップ 


I 排ガスのにおいや、目がチカチカ 
しないか点検しまず。排ガスが漏 
れていますと危険です。 

I 給排気筒トツプび雪や氷でふさが 
れていないか点検します。ふさが 
れていると異甫燃焼することがあ 
りを険でず。 



■ その他の装置 


装置のなまえ 

作動の原因 

チェックモード 

処置のち法 

排気管巧け検知装置 
扫 f 気管接続部の外れ 
• が気管抜け検知リード線びかれ 
たり断線したとを 

卜！弓 

排気管や排気管抜け検知 IJ ー ド線を点検 
し、確実に接続してか5操作部の U セツ 
トボタンを巧して < ださい。 


■日常の点が手入れ 

■点、検-手入れのとをの注意 

• 必ず運転スイツチを r 切」にして、ストーブの運転を停止し、ストーブがをえた状態で行 
つて < ださい。 

■点検•手入れの必要項目、時期、方法 


期 

寺 

B- 


シ—ズンはじめ 


使 


用 


ご 


と 
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オイルフィルタ 


I な油には水やコミが混入することがありますので、下記にしたが 
つてお手入れをしてください。 

油タンクの送油/りレブを閉じる。 

' フィルタカップを回して夕 I •ず。 

' カップ内の灯油に水やゴミび混入し 
ていないか点検してぐださい。 

混入していたら油タンクの水巧をを 
してぐださい。 

[ フィルタエレメントを下に巧いて 
かし、きれいな打油でよくずずざ洗 
いをして < ださい。 

[ フィルタエレメントのごみづまり 
びひどい場合にはフィルタエレメン 
卜を交換してぐださい。 
i フィルタエレメントとフィルタカ 
ップを取り付け、油漏れがないこと 
を確認してください。 




油タンク 


I 油タンク内に水やごみがたまってい 
ないか点検します。 

油タンク内の水巧さ、ストレーナ（ろ 
網）の掃除は、油タンク附属の取扱説 
明書にしたがって行ってください。 



エアーフイルタ 


ストーブ背面に付いているエアー 
フィルタを手前に引き出してくだ 
さい。 

エアーフィルタに付いたほこりを 
掃除機などで取り除をます。 


エアーフィルタ 




ストーブタ欄 

安全のため、電源プラ 
グをコンセントぶり 
巧いてか!5行ってく 
ださい。 


ス I -ーブ-置台などのほこりやミちれは、乾いたやわ5かい巧など 
でをれいにふさとります。 

•シンナ ー• アルコール-ベンジンなどは使用しないでください。 


ゴム製送油管 


I ゴム製送油管にひび割れび生じてい 
ないか点検します。 

I ゴム製送油管は経年変化しますので3 
年に1度新しい物に交換してください。 

I 交換はお買い求めの販売店に依頼、 
又は最寄りのサンポット支店-営業 
所にご相談ください。 



電源プラグ 


電源プラグにほこりび付着していないか点検します。 


時期点検-手入れ項目 ち 法 


1 シ I スンに2〜3回 


給油のとき 


点検.その他 


週に1回 zj 上月に1回上 
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■定期点巧 

サンポツト密閉式石油ス I -ーブは使用される場所や条件、また使用時間により消耗-劣化する部品が 
ありますので、修理資格ち〔(財)日本石油燃焼機器な守協会 ( TEL .03-349 g -2 日 28) で行う技術管理 
講習会修了ち(石油機器技術管理±)など〕による定期点検を受けてください。 

■定期点検の実施時期 


吕シーズン勒こ1回程度定期点検を受けてください。 

ただし、湿度の高いところ、ほこりのをいところ(例えば、厨房室や製綿工場など)、温泉地域などでご 
使用の場合は、1シーズン毎の点検が必要となりますのでお買い巧めになった販売店にご相談ください。 



定期点検は専門の巧術者が、設置状態、給排気まわりの点検-安全装置及び運転動作の点検-確認、 
使用時間により消耗劣化しやすい部品の点検等を行います。 

を全にお使いいただくために製品の状態を点検診断するちのですから必ず受けてください。 


お申し込み先 


お客さま一お買い巧めになった販売店又は最寄りのサンポットち店-営業所。 


定期点検費用 


定期点検の費用についてはお買い巧めの販売店又は最寄りのサンポット支店-営業所にご相談ください。 
定期点検の結果、部品交換及び修理等が必要な場合は、処置内容及び費用についてお客さまにご相談 
申しあげます。 


■定期点検の内容 


定期点検の内容 

項 目 

設置状態、給排気まわりの 
点検.確認 

• 製品の設置-使用状態 • 送油経路部の油漏れ （ ゴム製送油管含む） 
•給が気筒接続とつまり 
•給が気筒トップのつまり 

を全装置及び運転動作の点 
検.確認 

•ま全装置の働さ •運転動作の点検 

• 操作部品や動 < 部品の働を 

環境-使用時間により努化 
しやずい部品の点検-交換 

•点火ヒータなどの点検 

• 給が気部品-排気管接続用0 U ングなどの点検 
•パ'-ナ-燃焼 U ングなどの点検 
• 各種送風機の点検 • 各種パッキンの点検 

製品の清掃-整備 

• 本体内 •エアーフィルタ-巧流ファン 

•油タンクの水巧を •オイルフィルタ 
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I 巧障•異常の見分け方と処置方法 


次のような場合は故障ではありません。 


現 を 

原 因 

点 

义 

時 

m 

义 

時 

巧]めて使用ずるとさやシーズン 
始めに、煙やにおいが出る 

耐熱塗料やほこりが焼けるためです。 

異甫ではありません。 

「ピチピチ」や「カンカン」と 
いラ音びする 

本体内部の加熱-冷却時に出る金属の膨張-収縮音です。 
異常ではありません。 

燃 

焼 

時 

青炎の中にホ义び混じる 

異甫ではありません。 

炎の一部が揺5ぐ 

異甫ではありません。 

「カチカチ J という音びずる 

電磁ポンプの運転音で、異常ではありません。 


点検.その他 
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I 脚受•異常の見分け方と処置方法っづき 


異常が生じた場台は下表を参照して、お客さまご自身で処置してくださし、。 


\ 現象 

原因 \ 

運 

転 

フ 

ン 

か 

点 

灯 

し 

な 

し、 

点 

火 

し 

な 

い 

お 

が 

立 

上 

び 

る 

デジタル表示部に表示された 
チェックモード 

処 置 

参 

照 

ぺ 

1 

ジ 

と--!]! 

E -0 3 

と--! J 弓 

(※斗） 

E -[[ 

0 : 0 : 

(点滅） 

E-rj 

E -0 n 

E - 10 

[--! 弓 

惦1) 
S !!- 

電源プラグびコンセ 
ントか 6 巧けている 

♦ 











電源プラグをコ 
ンセントに確実 
に差し込む 

12 

油タンクに'灯油びない 


♦ 



• 







油タンクに給油 
する油 

11 

停電びあった 
(( U ) は除く） 




• 








U セットボタンを 
巧す 

22 

油タンクの送油バル 
ブが閉じている 


• 



• 







送ミ由バルブを開く 

22 

定油面器のを全装置 
が作動している 


♦ 



参 







定油面器のリセ 
ットボタンを巧す 

12 

エアーフイルタにほ 
こりびたまっている 








• 




掃除する 

22 

24 

エアー フイルタが カー 
テンでふさびっている 








• 




力ーテンを取り 
除< 

22 

給が気筒トップの巧 
端びふさがれている 



• 



• 






給排気筒トップ巧 
端のしゃ閉物を取 
0 除く 

23 

地震や強い衝撃があ 
った 







• 





ストーブ周囲、油 
漏れ、給排気筒を 
点検ずる 

22 

排気管が巧けている 






• 




• 


確実に接続する 

23 

緊急停止スイッチび 
巧された（※到 







• 





U セットボタンを 
巧す 

- 

ベースタンクにな油 
がない（※ョ） 









• 



ベースタンクに 
給油ずる 

- 

ベースタンクの巧油 
が少なくなった が3) 











♦ 

ベースタンクに 
給油する 

- 


点滅※2カギ付操作パネル取付の場台※3ベースタンク取付の場合※4 FF -1 lOOOBF ‘ FF -1 lOOOBF ( U ) は除く 
しソ上の方法で点検し、処置してらなお!5ないときは、使用を中止しお買い巧めの販売店又は最害りのヴ 
ンポットま店-営業所へご相談ください。 


修理をお申しつけのとさには故障内容をでさるだけ詳しく、また表示部に表示されるチェックモードを 
ご連絡ください。 
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チェックモードに下記のような表示が出たときは、お買い求めの販売店又は最寄りの 
サンポット支店-営業所へご連絡ください。 


BF 


BF(U) 


C« 1 C C« 1 〇 
し 1 J L i U 

[ 1 


f- / 5 E- 18 

り！ 

if-5'7 E-5S\ 

1 

1 

1 

1 

f-5'7 




!さ|3は FF -1 1000 BF • FF -1 1000 BF ( U ) は除< 


このような現象のときは使用を中止し、 

油タンクの送油ノ〇レブを閉じて販売店にご連絡ください 

•使用される場所や条件又は長期間の使用により、下記のよラな現象が見られる場合には使用を中止し 
て、必ずお買い巧めの販売店に修理依頼、又は最害りのサンポット支店-営業所へご相談ください。 


がガスのにおいびしたり、目びチカチカする 
• がガスが漏れているおそれがあります。 

がガスが室内に漏れていますと、を険です。 



\がン/ 

涼 


黒煙を出して燃える 
•燃焼び異常になっています。 


葦 



点义•燃‘腐•消义ずるときに「ボーン J とい5大きな音びした 
• ストープが損傷したり、パッキンが飛散し 
ているおそれがあります。 


置台に油が漏れている 
• 送油配管より油び漏れています。 



点検.その他 
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■部品交換のしかた 


• 経年により消耗、劣化しやずい部品びあります。 

■異常かなと思われました5、お買い求めの販売店又は最寄りのサンポット支店-営業所にお問い合せ 
ください。個人での不完全な修理はを険です。 

■修理資格ち〔(財)日本石油燃焼機器保守協会で行ラ技術管理講習会修了を(石油機器技術管理±)など〕 
が修理いたします。 


■消耗、努化しやすい部品 


項 目 

内 容 

使用時間により交換び 
お要な部品 

点义ヒ—夕.が気管接続用0リング （ JIS 己24014種 D P 40) 

燃焼 U ング-保炎筒-各種パッキン 

環境により务化しやず 
い部品 

給排気筒系部品-各種制御基板-燃焼用送風機-巧流用送風機 
ゴム製送油管 

不良灯油を使用されて 
劣化しやずい部品 

電磁ポンプ-定油面器 


■不完全燃焼防止装置(検知部) ( FF -1 1 OOOBF -11 OOOBF ( U ) は除 <) 

• 不完全燃焼防止装置の検知部は、有効期限までに交換がぶ'要になります。有効期限を過ぎると検知部 
の感度び鈍くなり、不完全燃焼防止装置び正常に作動しないおそれびあります。 

不完全燃焼防止装置（検知部）の有効期限は機器ち側面に表示されております。 （3 1ページ参照） 

なお、不完全燃焼防止装置（検知部）の交換は有料です。 


f 呆管(長期間使用しない場合） 

•長期間使用しないとき（シーズン終了時）は、次の要領でお手入れしてください。 

1 電源プラグをコンセントか5巧く 

• めれた手で触5ないでください。 

感電のおそれがあります。 


2 ス I ブタも装、エアーフイルタの掃除をする 

に4ぺージ参照） 




〇油タンクの送油バルブを閉じる 



4 ストーブは据付けたまま保管する 

•どうしても取りがして保管するときは、湿気やほこりの少ないところに保管してくださし、。 
•次シーズンに据付けるとをには、必ずお買いホめになった販売店に依頼してください。 
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■仕様 


型式の呼び 

FF - 已〇00巨 F 

FF - 7000巨 F 

FF -1 lOOOBF 

FF - 己000 BF ( U ) 

FF - 7000 BF ( U ) 

FF -1 lOOOBF ( U ) 

種 類 

ポット式、強制給排気お、強制対流お 

点 义ち式 

電気点义 

使用 燃料 

‘灯油 （ JIS 1 号な油） 

燃 焼 状 態 

最大 

最ル 

最大 

最ル 

最大 

最小 

燃料消費量 

6.68 kW 

(日. 649 L / h ) 

3.加 kW 

(日.34日 L / h ) 

8.52 kW 

(0.828 L / h ) 

3.已日 kW 

(日.34日 L / h ) 

12.7 kW 

(1.233 L / h ) 

3.9 己 kW 

に. 384 L / h ) 

発熱量 

24.040 KJ/h 

12,590 KJ/h 

30,670 KJ/h 

12,590 KJ/h 

45,670 KJ/h 

14,220 KJ/h 

熱効率 

87.0% 

87.0% 

87.0% 

87.0% 

86.7% 

87.0% 

暖房 出力 

己 81 kW 

3.04 kW 

7.41 kW 

3.04 kW 

ll.OkW 

3.44 kW 

が お 寸法 

高さ己日 4 mm 幅 830 mm 奥行 362 mm (置台を含む） 

質 量 

40 kg 

電源電圧及び周波数 

100 V 己 0/60 HZ 

定格消費電力 

最大(点火日 1)1 日日/ 108 W 

最大(庶順) 112/108 W 

最大し献時 )11 己 /… w 

燃獅寺37/41 W 

燃焼時 47/47 W 

燃焼時日3/日己 W 

待機時消費電力 

日.目/日. 6 W 

給排気筒の型式の呼び 

FT -6 S 4 

FWT - 目 M - 已 

給排気筒の呼び径 

D 40 

給が気筒の壁貢通部の?し径 

80〜 85 mm 

排気 温度 

26 CrCLU 下 

電流ヒューズ 

筒形 20 mm 曰 A 

まを 装置 

巧震自動消义装置、停電を全装置、過熱防止装置、点义ま全装置、燃焼制御装置 

す完全燃焼防止装置 （ FF -1 1000 BF • FF -1 1000巨 F ( U ) は除く） 

その他の装置 

排気管巧け検知装置 


附 属 品 

印は特定保守製品のみ 
FF - 7000巨 F 

FF - 7000巨 F ( U ) 
FF -5000 BF 

FF - 已〇00巨 F ( U ) 

《2印は別栖包-別売 


置台 （ 1)、壁固定金具に)、床固定金具(2)、置台固定金具(2)、ゴム製送油管 （ 1)、 
ワイヤーバンドルに)、ワイヤーバンド大 （ 1)、排気管断熱カバー ( 1)、ストッ 
パ ー U ング （ 1)、4 X 8タッピンねじ（2)、4 X 25タッピンねじ（4)、取扱説明書 
(1)、エ事説明書（1)、保証書（1) 

※1特定保守製品説明書 （ 1 ) 、所有者票 （ 1 ) 、保護シール （ 1 ) 

※2給排気筒セット （1) 


点検.その他 
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アフターサービス 


B 保証(しついて 


•保罰書は、ぶ、ず「お買い上げ曰-販売店名」などの記入をお確かめのうえ、 
販売店か5お受け取りください。内容をよくお読みのあと、大切に保管し 
て < ださい。 

• 保記期間は、お買い上げ曰か51年間です。 


■修理を依頼するとをについて 



「故障.異常の見分けちと処置方法」に従って点検してください。処置してもなお5ないとき 
は、使用を中止し、必ず電源プラグを巧いてから、お買い求めの販売店又は最害りのサン 
ポットち店*営業所へご連絡ください。 

修理に際しましては、保証書をご提示<ださい。保罰書の規定に従って販売店が修理いたします。 


ご連絡していただきたい内容 

ご住所 


おなま又 


電話番号 


製品ち 

密閉式石油ストーブ 

型 名 

FF-1 1000 BF/FF-1 1000 BF(U) 

FF- 7000 BF/FF- 7000 BF (U) 

FF- 已〇〇 OBF/FF- 已〇〇 OBF (U) 

お買い上げ曰 

年月 曰 

故障又は 
異常の内容 

できるだけ詳しく （表示部のチェック 
モード数字など）お巧 5 せください。 

訪問ご希望曰 



チェックモード 表示 



有効期限 シール_ 

不完全燃焼防止 
装置(検知部) 
FF-11000BF 
FF-1 lOOOBF(U) 
は除ぐ 


• 保証期間び過ざているときは、販売店にご相談ください。 

修理によって使用できる場合は、ご希望により有料修理いたします。 

•修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されています。 

• ご不明な点や修理に関するご相談は、お買いまめの販売店又は最畜りのサンポットち店-営業所へお 
問い合せください。 

■補修用性能部品について 


• 密閉式石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後10年です。 
• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 






























'壁固定金具 


可燃物 
/////////// 

I- -‘ 


' 1 Ocm む上 


目日 cmiU 上 



'///////TT7 ////// 


10日 cm 攻上 llcmlU 上 



•マントルピースなどス I -ーブが囲われる場所に設置する場合 
(ス I -- ブは必ず壁面より内側に入らないこと。） 


可燃物 

/ A/ ///////// ///////. 



床固定金具 


'Z77 / / / / ///7////// / / 

※保守点検のため 30 cm じ(上離してください。 


ス I 'ーブはおず壁面より 
内側に入日ないこと 




• マントルピースなどス I プび囲われる場所に設置する場合の内部やその周辺は、でさるだけ不 
燃材料又は準不燃材料あるいは防熱板で仕上げを行つてください。 

• 上図では可燃物までの離隔距離をおしていますが、保守点検や性能維持のため、不燃物などの場 
合ち上図離隔距離としてください。 


I 誦す•巧設 

■据付け-移設工事は販売店に依頼する 


据付けや移設工事は販売店又は据付業をに依頼し、お客様ご自身では行わないでください。 


■据付け場所の選定及び標準据付け例 


据付けについては、义災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準びあります。 
工事説明書の r ま全のために必ずお守りください」をお読みになり販売店又は据付業者とよく 
ご柏談してください。また、 r 標準据付け例」については、下図を参照してください。 

【ストーブから周囲の可燃物までの離隔距離】 

•ス I ブち側面と壁面はな守点検のため SOcmrn 上離してください。 


可燃物 


可燃物 


点検.その他 
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据付け-巧設っづき 



【給扫庶筒トップから周囲の可燃物までの離隔距離】 

可燃物 



可燃物 



• 給排気筒トツプは上方及び両側に気流を旧 
止する障害物びないこと。 

■雪のをい地方では、最高積雪面より已□巳 m 
まく※） 60 cm しソ上の寸法は、不燃材を L ソ上離れる場所に、給が気筒を取り付けて 

使用する場合は 30 cm じ(上とする。 < ださい。 

•不燃物の場合でち性能維持のため、上図離 
隔距離としてください（※部は除く）。 

■給排気筒を延長ずる場合の注意 


給排気筒を延長する場合は、 3 m 3 曲がりじ(下で取り付けられる場所を選定してください。 

■積雪地区における注意 


積雪の多い地ちでは、積雪時に給が気筒が雪でふさがれないような取付場所を選定してくだ 
さい。また、風がよどむような場所では、排ガスを再度吸い&んで不完全燃焼を起こすこと 
があります。 

■据付け後の確認 


•据付けが終わりましたら、もう一度、工事説明書の r 安全のために必ずお守りください」を 
お読みになり、工事説明書に記載されているとおり据付けられているかどうかを確認して 
ください。給排気筒を延長設置している場合、延長長さは 3 mm 下、曲がりは3箇所攻下と 
して < ださい。 

•室温サーミスタ（ルームセンサー）はストーブよりがし、部屋の温度を代表できる壁面に 
ピンなどで固定されているかを確認してください。 


可燃物 
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I 試運転 


試運転は、販売店又は据付業ちとご一緒に必ず行ってくださし、。 


運転準備 


油タンクに給油する 

(1 1ぺージ参照） 



電源プラグをコンセントに差し込む 



定油面器のリセットボタンを巧す 

(1 2ぺージ参照） 

• ゴム製送油管内に空気がたまっているこ 
とがありますので、ゴム製送油管を振つ 
て空気を巧いてください。 


運転 


1 


運転スイッチを押して、「入」にずる 

•運転ランプび点なします。 

• 1〜2分後に着火し、7〜9分後ス I ブ 
が暖まりまずと温風が吹さ出します。 


消义 


運転スイッチを再度押して、「切」にする 

•運転ランプび消打します。 

• 巧流用ファンはス I -―ブび;令えるまでの 
7〜日分間回りつづけます。 



Hi 詔] 

• 油タンクや送油管 • ゴム製送油管か5油漏れがな 
いか。 

•置台の上などに油がこぼれていないか。 


正常運転の目安 

• 正常運転の目安として28ぺージのよラな現 
象がないことを確認します。 



■ス I ブより煙やにおいび出ることびあり 
ますが、燃焼室の塗装やパッキン類び焼け 
るためで異甫ではありません。最大燃焼で 
数十分運転すると消えますので、部屋の換 
気をしながら試運転してください。 


点検.その他 
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困911ポ! Jh なが含巧 


お客様相談窓 □ 〔受付時間：平日午前9時か！5午後日時まで〕 
巧01日 8-37-1 177 FAX .0198-37- 1192 


V 

札幌支店 

〒日6日•日042 

ノ 

ホし幌市東区本町2菜1日 T 目1蚕25号 

Q 011-785-1211 

FAX .011-782-8262 

訓路営業戸斤 

干08日-日0巳1 

訓路市光陽町8蚕1号 

00154-22-5821 

FAX . 日1日 4-32-228 日 

帯広営業尸斤 

T 080-0801 

帯広市東1条南2日 T 目12番地 

巧日1日日- 22-1 33日 

FAX .0155-28-2266 

旭川営業所 

〒日 78-8237 

巧川市豊岡7条 6 T 目6番1日号 

00166-34-8636 

FAX .0166-39-21 57 

函館営業所 

〒日 41- 日8己] 

函館市本通 4 T 目17番2己号 

00138-53-2583 

FAX . 日 138-33-2 18日 

仙台営業所 

〒日83-日034 

仙台市宮城野区覇町 4 T 目2蚕40号 

巧日 22-23 目-3444 

FAX .022-238-9416 

郡山営業所 

干 963-8 日41 

郡山市實田町字音路1番地109 

0024-962-9288 

FAX . 日 24-9 目 2-92 目目 

青森営業所 

干03日-日131 

青森市問屋町 2 T 目18蚕18号 

巧日 17-738-41 41 

FAX . 日 17-738 -日3日4 

秋田営業戸斤 

干01日-日日14 

秋田市保戸野千代田町1曰番17号 

Q 018-824-3421 

FAX . 日 18-824-3423 

岩手営業所 

〒日巧-日3日1 

巧卷市北湯□第 2 地割 1 番地 2 目 

巧日 198-37- 1138 

FAX .0198-37- 1188 

首都圏営業所 

干3日2-日001 

新座市尉に T 目24番3号 

0048-471-8420 

FAX . 日 48-47 日-1141 

信越営業所 

干381-日 03] 

長野市大字西尾張部1114番地已 

0026 -252-61 61 

FAX .026-252-6162 

大阪営業所 

〒巳日4-日〇己3 

吹田巿江の木町 1 S ま27号 

巧日日-目 337-32 11 

FAX . 日目-日 337-32 12 

富山営業所干 939-8212 實山市掛尾町479番地4 

サンボットエンジニアリング株式会社 

巧07目.42日 -2 目77 

FAX .076-420-2238 

サービス部 

〒日65•日日42 

ネし幌市東区本町2条1 0 T 目 1 蚕2已号 

aO 11-785-1201 

FAX .011-780-2338 

仙台サ-ビスセンタ- 

干983•日日34 

仙台市宫城野区扇町 4 T 目2番40号 

巧 022-232- 1479 

FAX .022-238-9843 

青森サ-ビスセンタ- 

干03日-日131 

青森市問屋町 2 T 目18蚕18号 

Q 017-738-44 14 

FAX . 日 17-738-441 日 


サン ポツ トホームぺージ http :// www . sunpot . co . jp / 


事業所名*住所*電話番号は変更することがあります。あ5かじめ了承願います。 


愛情点検 


り 


♦長年ご使巧の石油暖房機の点検をぜひ 


ご使用の際、 
こんな症状は 
ありませんか？ 


参油漏れがある。 

•がガスのにおいがしたり、 
目がチカチカずる。 

•運転中異常な音がする。 
♦黒煙を出して燃える。 
•その他の異常や故障がある。 



このよラな場合、事故防止のため使用をせずス 
イッチを切 D コンセントから差し込みフラグを 
巧いて、おずおボめの販売店または石油機器技 
術管理±や点検整備±に、点検修理をご相談く 
ださい。ご自分での修理は危険な場合がありま 
すか5、絶対なさ5ないでください。 


ご購入（据付)年月日 

年月日 

ご購入店名 


TEL 


4 ジ了か苗爾测乘巧巧毀盘霸 


巧生紙使用 


お客様へ……おぼえのため、ご購入年月日、ご購入店名を記入されると便利です。 


32400040900 

0742 





















